
Q.緊急通報システム制度の拡大を
A.対象者を拡大する考えはない

高
齢
者
の
単
独
世
帯

の
安
否
確
認
は
。

生
活
福
祉
部
長

高
齢
者
な
ど
を
対
象

に
日
常
業
務
の
中
で
町
民
の

方
々
と
接
す
る
機
会
の
多
い

事
業
者
と
協
定
を
結
び
、見

守
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
装
置

を
設
置
さ
れ
た
高
齢
者
に

は
、月
に
一
度
の
「
お
伺
い
電

話
」
で
安
否
確
認
を
行
っ
て

い
る
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
使
用
は
何
件
か
。

ま
た
、ど
の
よ
う
な
方
が
対

象
か
。

生
活
福
祉
部
長

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

は
、利
用
者
が
緊
急
事
態
に

ボ
タ
ン
を
押
す
と
受
信
セ
ン

タ
ー
に
通
報
さ
れ
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。
受
信
セ
ン

タ
ー
は
登
録
さ
れ
た
方
へ
連

絡
し
、早
期
の
対
応
に
結
び

つ
け
る
も
の
で
あ
る
。現
在

15
名
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
対
象
者
は
要
介
護
認
定
ま

た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
て

い
る
一
人
暮
ら
し
世
帯
な
ど

で
あ
る
。高

齢
者
夫
婦
世
帯
で

一
人
が
介
護
認
定
を

受
け
て
い
れ
ば
、設
置
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
。

生
活
福
祉
部
長

現
行
の
対
象
者
拡
大

は
考
え
て
い
な
い
。

目
的
基
金
の
考
え

は
。

総
務
部
長

基
金
は
経
済
事
情
の

変
動
や
災
害
の
発
生
な
ど
財

源
不
足
が
生
じ
た
場
合
に
活

用
す
る
財
政
調
整
基
金
と
、

６
つ
の
特
定
目
的
基
金
を
設

置
し
て
い
る
。い
ず
れ
も
長

期
に
わ
た
る
事
業
を
計
画
的

に
実
施
す
る
た
め
、安
定
的

な
財
源
の
確
保
を
目
的
と
し

て
い
る
。財

政
調
整
基
金
は
ど

れ
だ
け
積
み
立
て
る

予
定
か
。総

務
部
長

基
金
は
財
源
に
不
足

が
生
じ
た
場
合
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
積
立
て
て
い
る
。

　
ま
た
、地
方
財
政
法
第
７

条
の
規
定
に
決
算
余
剰
金

の
取
り
扱
い
が
示
さ
れ
て
い

る
。適
性
残
高
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
事
業
計
画
に
よ
り
変

わ
っ
て
く
る
。

豊
山
町
の
将
来
構
想

（
夢
）は
。

総
務
部
長

ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
や
将
来
像
は
、長
期
的

な
展
望
を
見
据
え
て
定
め
る

も
の
で
、新
総
合
計
画
の
策

定
に
合
わ
せ
て
、必
ず
し
も

変
更
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
な

い
と
考
え
る
。

　
将
来
構
想
は
第
５
次
総
合

計
画
を
策
定
す
る
中
で
明
ら

か
に
し
て
い
く
。
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今
年
度
の「
ヒ
コ
ー
キ
の

ま
ち
推
進
事
業
」で
豊
山
町

の
知
名
度
を
高
め
る
と
と
も

に
町
内
外
か
ら
参
加
者
を
募

る
こ
と
で
、ま
ち
の
交
流
人

口
や
滞
在
人
口
の
拡
大
を
図

り
、町
内
の
産
業
・
観
光
の
活

性
化
を
目
的
と
す
る
ギ
ネ
ス

記
録
に
挑
戦
す
る
事
業
が
予

定
さ
れ
て
い
た
。い
ま
だ
に

具
体
的
な
内
容
な
ど
伝
わ
っ

て
こ
な
い
。

こ
の
事
業
の
進
捗
状

況
は
。

副
町
長

ギ
ネ
ス
記
録
へ
の
挑

戦
は「
2
0
0
0
人
で
紙
飛

行
機
を
折
り
、同
時
に
飛
ば

す
記
録
」に
挑
戦
す
る
こ
と

を
目
指
し
、イ
ベ
ン
ト
開
催

に
向
け
て
会
場
の
選
定
や
開

催
日
の
調
整
な
ど
、イ
ギ
リ

ス
の
ギ
ネ
ス
ワ
ー
ル
ド
レ

コ
ー
ド
社
と
も
協
議
し
な
が

ら
事
前
準
備
を
進
め
て
き

た
。し
か
し
、協
議
を
進
め
る

中
で
「
紙
飛
行
機
を
折
り
、

同
時
に
飛
ば
し
た
人
数
」
の

記
録
で
は
な
く
「
紙
飛
行
機

を
同
時
に
折
っ
た
最
多
人

数
」
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。さ
ら
に
「
記
録

挑
戦
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
よ
る
と
ギ
ネ
ス
記
録

と
認
定
さ
れ
る
た
め
に
は

「
2
0
0
0
人
の
全
参
加
者

が
同
じ
空
間
で
最
低
で
も
15

分
間
、紙
飛
行
機
を
折
り
続

け
る
こ
と
」
と
ル
ー
ル
に
示

さ
れ
て
い
た
。ギ
ネ
ス
記
録

の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
り
、

当
初
目
指
し
て
い
た
「
紙
飛

行
機
を
折
り
、同
時
に
飛
ば

し
た
人
数
」の
ギ
ネ
ス
記
録

に
挑
戦
は
、事
前
の
情
報
収

集
不
足
が
大
き
な
原
因
で
断

腸
の
思
い
で
中
止
と
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
タ
ウ
ン
バ
ス

北
ル
ー
ト
が
見
直
さ
れ
、試

行
期
間
と
し
て
エ
ア
ポ
ー
ト

ウ
ォ
ー
ク
へ
つ
な
が
っ
た
。来

年
度
も
運
行
さ
れ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。ま
た
更
な
る

利
便
性
を
求
め
乗
り
換
え
な

し
で
小
牧
駅
ま
で
の
延
伸
を

求
め
、今
年
度
3
月
定
例
会

に
お
い
て
質
問
し
た
。答
弁
で

は
、他
の
バ
ス
路
線
と
競
合
す

る
た
め
事
業
間
で
の
調
整
が

難
し
い
と
答
弁
を
受
け
た
が
。

北
ル
ー
ト
試
行
運
転

の
経
過
実
績
は
。

産
業
建
設
部
長

4
月
か
ら
10
月
ま
で

の
7
カ
月
間
で
14
・
7
％
増

加
し
て
い
る
。

小
牧
駅
ま
で
の
延
伸

に
つ
い
て
、
事
業
間

レ
ベ
ル
で
の
調
整
が
手
詰
ま

り
状
態
で
あ
れ
ば
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
で
の
話
し
合
い
を

期
待
す
る
。公
共
交
通
の
利

便
性
が
低
い
こ
と
は
町
長
も

承
知
で
あ
る
と
思
う
。町
長

の
考
え
は
。

産
業
建
設
部
長

小
牧
市
の
公
共
交
通

会
議
に
諮
り
、既
存
バ
ス
事

業
者
等
の
理
解
を
得
て
、競

合
す
る
事
業
者
と
調
整
す

る
こ
と
は
相
当
困
難
と
考

え
る
。

A Q

A Q
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Q.
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で

　
　小
牧
駅
延
伸
を

A.
相
当
困
難
で
あ
る

Q.
将
来
構
想（
夢
）は

A.
総
合
計
画
策
定
の
中
で

　
　明
ら
か
に
す
る
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